
金沢大学・医学系・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３３０１

基盤研究(B)（海外学術調査）

2018～2016

アジア、オセアニアの高齢糖尿病性腎症、腎硬化症のバイオマーカー、予後の国際比較

International comparison of clinicopathological features in Japanese patients 
with diabetic nephropathy and nephrosclerosis with those in Asian countries

４０３３４７８４研究者番号：

和田　隆志（Wada, Takashi）

研究期間：

１６Ｈ０５８３７

年 月 日現在  元   ５ １４

円     5,000,000

研究成果の概要（和文）：糖尿病性腎症は透析導入原疾患の第1位である。さらに、超高齢社会を背景とした新
規透析導入ならびに既存の腎臓病に対する影響も増加している。本研究の目的は、透析患者、高齢者が増加して
いるアジア、オセアニア地域における高齢糖尿病性腎症、腎硬化症の予後調査、予後関連因子の解析、バイオマ
ーカー評価、本邦との国際比較を行うことである。アジア人種における糖尿病性腎症、腎硬化症の腎予後、心血
管イベントならびに生命予後とそれらの予後関連因子の解析を共同で行った。予後検討に向けて、本邦の糖尿病
性腎症の臨床、病理学的評価法による予後評価を用いて、国際的にアジア系人種のコホート間で比較、検証を行
った。

研究成果の概要（英文）：This study was aimed to compare clinical outcomes and their related risk 
factors in patients with diabetic nephropathy and nephrosclerosis in Asian and Oceanian countries to
 our Japanese database.  We have established international collaborative research team among Asian 
and Oceanian countries.  International comparison of our results with Asian and Oceanian cohorts 
revealed that the presence of albuminuria and characteristic lesions in diseased kidneys was of 
importance for kidney prognosis. In addition, we have compared the prediction of prognosis using a 
novel biomarker candidate. In addition, prognostic risk factors from our Japanese database were 
closely relevant to those of Asian and Oceanian diabetic nephropathy patients. Taken together, these
 results suggested that the characteristic pathological lesions as well as the presence of 
albuminuria were clinically important to the long-term outcomes among Asian and Oceanian countries 
including Japan.

研究分野：腎臓学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本邦では糖尿病性腎症は透析導入原疾患の第1位である。さらに、成長著しいアジア諸国においても、糖尿病の
増加とともに、糖尿病性腎症の克服は重要な課題である。くわえて、超高齢社会を背景に、腎硬化症も重要な要
素である。本研究の学術的な特色は、本邦の代表的なコホートから得られた成果をアジア諸国にて国際比較、検
証を行った点にある。本研究により、アジア、オセアニア地域の糖尿病性腎症、腎硬化症の病態、予後、関連因
子、本邦発の評価法の検証、国際比較を行えた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景  
近年、高齢社会を背景にアジア、オセアニア地域において、新規透析導入症例が高齢化して
いるのが特徴である。さらに、高齢社会を背景に腎硬化症も増加している。しかし、アジア、
オセアニア地域において高齢者を中心とした糖尿病性腎症、腎硬化症の臓器合併症を含めた病
態、予後調査と本邦との国際比較は行われていない。 
 
２．研究の目的  
糖尿病性腎症に加え、腎硬化症は高齢社会を背景に透析導入疾患として重要である。本研究
の目的は、透析患者、高齢者が増加しているアジア、オセアニア地域における高齢糖尿病性腎
症、腎硬化症の予後調査、予後関連因子の解析、バイオマーカー評価、本邦との国際比較を行
うことである。目的達成のために、アジア、オセアニア地域の病理診断例を含むコホートを用
いて、①糖尿病性腎症、腎硬化症の予後評価、②予後検討にむけて、臨床、病理学的スコアリ
ングによる評価、③腎予後と関連が深い心血管病変の評価、④独自に開発した抗エリスロポエ
チン受容体抗体測定を行い、病態評価、バイオマーカーとしての可能性、国際比較を行う。本
研究により、アジア、オセアニア地域の糖尿病性腎症、腎硬化症の病態、予後、関連因子、本
邦発のスコアリング評価、バイオマーカーの臨床的意義とともに本邦との国際比較が可能とな
る。 
 
３．研究の方法  
本研究では、①本邦と台湾、オーストラリア、ベトナムにおける大学との糖尿病性腎症、腎
硬化症に対する国際共同研究体制の推進、②各コホートの糖尿病性腎症、腎硬化症の予後評価
と予後関連因子の同定、③予後判定にむけた、本邦発の臨床、病理学的スコアリングによる評
価、④腎予後と関連が深い心血管病変の評価、⑤抗エリスロポエチン受容体抗体の測定と、両
疾患の病態評価、予後評価バイオマーカーとしての可能性の評価、本邦との国際比較、当地区
の特殊性、普遍性の検討を行った。 
 
４．研究成果  
 本研究の目的は、透析患者、高齢者、糖尿病例が増加しているアジア、オセアニア地域にお
ける高齢糖尿病性腎症、腎硬化症の予後調査、予後関連因子の解析、バイオマーカー評価、本
邦との国際比較を行うことである。本邦のコホートに加えて、台湾、オーストラリアなどのア
ジア・オセアニア諸国のコホートを国際比較対象とした。アジア人種における糖尿病性腎症、
腎硬化症の腎予後、
心血管イベントな
らびに生命予後と
それらの予後関連
因子の解析を共同
で行った。予後検
討に向けて、本邦
の糖尿病性腎症の
臨床、病理学的評
価法による予後評
価法を用いて、国
際的にアジア人種
のコホート間で比
較、検証を行った。
それぞれのコホー
トで比較し、本邦
の糖尿病性腎症の
臨床、病理学的評
価法による予後評
価方法が有用であ
ることを確認し、
さらにアジア人に
適応可能なリスク
因子の重み付けス
コアを開発した
（Chen PM, Wada T, 
Chiang CK. Clin 
Exp Nephrol 2017、
表）。 
 
 
 



 
さらに、独自に見出した病態を評価するバイオマーカー候補、抗エリスロポエチン受容体抗体
を測定して、国際検証も施行しその有用性も確認した。 
 本研究の学術的な特色は、本邦の代表的なコホートから得られた成果をアジア諸国にて国際
比較、検証を行った点にある。本研究により、アジア、オセアニア地域の糖尿病性腎症、腎硬
化症の病態、予後とその関連因子、本邦発の評価法、バイオマーカーの臨床的意義の検証、国
際比較を行えた。 
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